
 

 

  

 

 

学校は子どもたち一人ひとりが安心して学び、成長できる

よう、日々様々な工夫を凝らしながら、特色ある教育活動に

取り組んでいます。特に大切にしているのは、保護者や地域

の皆さんと連携し、子どもたちが安心して過ごせる心の居場

所をつくることです。 

子どもたちは多様な個性を持ち、それぞれ異なる考え方や

感じ方をしています。全ての子どもたちが自他を思いやり、

自分らしくいられるために、互いの違いを認め合い、多様な

個性を尊重しながら関わる事が必要です。また、子どもたち

を温かく見守り、取り巻く環境と関わり方を調整することで

子どもたちが持っている力を発揮できるよう支えていくこと

も、大人の大切な役割です。 

本市では、５月、11 月を「いじめ防止強化月間」と位置づ

け、学校・家庭・地域が連携して、いじめの未然防止および

早期発見・早期対応に取り組んでいます。子どもたちの関わ

りの中で、相手の立場を考え、思いやりのある行動を育てて

いくことが求められています。 

保護者の皆さまにおかれましても、日頃からお子さまとの

会話やあいさつを大切にし、小さな変化にも気づいていただ

くことが、安心できる環境づくりにつながります。学校と家

庭、地域が力を合わせ、子どもたち一人ひとりが安心して過

ごせる環境を共に築いていきましょう。 
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